
ヽ
｀

e
 

d
 

c
 

b
 

序
a 

工 オ
テ
ニ
エ
ル
…
•

第
二
部

言
フ

デ

さ
ば
き
つ
か
さ
た
ち
の
活
躍
…
…

…
·
：
二6
—
一
六
3
1

31 

-
1
2
1
3
0
 

一7
1
1
1

-
6
,

――-6
 

―――シャム
ガル

G
)デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク
・
；
……
…
…
…
…
…

…
…
…
…
•
•
•
…
…

•…
·
：
四＇
五
章

カ
ナ
ン
の
王
の
迫
害

（四

1
,
3
)

カ
プ
ン
ェ
み
t
Jり
{
(
ハ
ッ
ス
ル
）
・
一
-
5

也
ヲ
脊
厖
T

デ
ポ
ラ
の
紹
介
（
四

4
,
5
)
i
Tが
C
,
S
乃
つ

a<`レ
a1ネ

パ
ラ
ク
の
召
し
（
四

6
,
9
)
ナ
7
9
りの
S
ア
シ
社
‘
ウ
＾
デ
ば
＾

111に・

カ
ナ
ン
軍
の
敗
退
（
四

1011616)
い

Q̀9?“
穿
“
P
為
n“

ジ
セ
ラ
の
暗
殺
と
、
ヤ
ピ
ン
の
減
亡
（
四

1
7
1
2
4
)
N
N、
ヘ
ベ
ル

4
尋
マ
HIV

デ

ポ

ラ

の

歌

わ

辱

ハ

沿

乳

ilAA
息
ク
'

1

.

知
デ
オ
ン
：
·
…
…
…
•
•
…
…
…
…
·
:
..
...
........... …
…
…

•••
六I

九
窪
／
虹

u
a
 

ー

ェa
ミ
デ
ヤ
ン

人
の

侵
入

(
1
^
1
_
6
)
リ

“}x2̂
4臼
の
よ
n“

．ヽ
／

b

叫
町
叫
の
登
場
（
六
7
1
1
0
)
、
主
の
伶
冷
い
・
ユ
も
り
ぺ
の
神
．

へ

松

と

；

孤
ヴ2
 

ン

ギ
デ
オ
ン
の
召
し
（
六

11
9
32)
己

冷
士
ょ
主
が
あ
な
た
‘
し
ぷ
ら
れ
っ
げ
わ
＼

C

も

?
q
 

ミ
デ
ヤ
ン
人
の
攻
撃
（
六

3

3

7
ご
＜
が
文
．
7ピ
十
イ
・
‘
`
々

o
,
5
(
5

S
c
 E

g
g
[
[〗
胃
長
胄
り
い

[h攻
撃
と
勝
利
（
七

116125
)

呈
名
を
名
ら
各
各
祠
兵
ぶ

A

.1

ギ
デ
オ
ン
の
人
間
関
保
（
八

1
,
9
)
H
7
1ム
の
虹
汎
｀
A、
ア
<
ン
の
‘
王

00

.J
ミ
デ
ヤ
ン
の
王
の
毀
後
（
八

1
0
a
)
-
g
名
‘
エ
デ
し
↓
奴
免
ぜ
．
ハ

7
乙
ヅ
7
ッ
サ
'

ノ.i／
 ]

 

右

K

ギ
デ
オ
ン
の
晩
年
と
死
（
八

22
935)
天

と

ん

2
-
Eと
Q
g
,
1
呪
T
↓
づ
マ
ァ
こ

1

ギ
デ
オ
ン
の
子
ア
ピ
メ
レ
ク
と
内
争

（
九
章
）

A
t
s
,
a
っ^＂ふ
5
い
で
’
与
卯
人
・

ー
ン

：；リ
tネ

‘55(igi：

ヨタり＂が

f
戸

↓
 

A
、

＇ィ
り
レ

0

t

在
・
り
牡
図
品
・
り
ク
ク
ら
―
品

今

ど
、
R

ケ
？
．
？
C
ト
レ
ー
ど
ち
杉

8
3
が
マ
ぼ
↓
ず
¢

‘,L' 

一忍図^

1る
も
り
の
セ
↓
ひ
き

‘2ぶ
上

た

／
ト

K▼
 

t

ヘ
ヨ
タ
ら
の
？
3
5
)

み

さばきつかさの出身地．
一 または影響力を行便した

ー 主璽寛蠅

F
 

，
 

.‘
 彎

l

u

9

奇
”
 ，
 

ー

•C 

[
 

＞

？
 

•i, 

ー

J

'ヽ＇

ノヽ

aょ，

l
 

,．

3
 

岱
ゾ

閃
鼻
笞

〗
一
巴
~
一
叩

外
~
i

；
 

.1
 

IL 

マ
十
‘

卜

一・カ

”
 

こ。
5

ば
真
ザ

9-̀

r

f
し

（
 

ふ

.
,
ル

-

I

初

2
1
2
2
2
0
-

9

ス

―
―
―
―
―
こ
）
9

っ

7
，

纂

ぷ

＋

マ

ャ

ノ

0

0

0

0

S

r

 

,

9

ノ・、―

は悶

昌二
[

|

r

二
[

[[

11
5

臼

晴

屎

メ
が
翌
バ
炉
な
［い」
C
’
ー1
‘

ヘ

..,,/.:・ ~.ク;. ．．：：,;．． 

9アクジプ ｀ ・レネプ？ ぐ
で7ム：

• •こ三3 ユニ ，．i 

ニー：畜点二のこ/-
．．．．．． ヘテ・シェメシュ？ ー、

心•-：；オフラ？ E・カモン？ -

ググ．1 •E□3万 ' ・シェアン .•· 

に•‘ •テ；ッ
・・シャミ¢

ぷ ‘• シェケム

し ・ノ・ヱコ・-・ ,・... ・ 
r• ．．べ ぇ・シロ
．．．． ．ー••.- ・ヨ レ

／三・己：：：ル望．アン憂>E
．． 
工タロン レ-•

ft 工サレム ヘシュ起

アシュ 芦．． ． 匡 •叫、J.. f た

/_ .. ・'$: ..... -・ - -€四 '

< ・;,・・ザ ・・・・・Eこコ '~フロン ・・ 壽

l .,-.r 

¥…-5:i:r二1『t20釦
アマし'J

-・.. ·· ··:.·,p. - •oニ・ 20 和や丘

そ

,I' 

ー
・

ー

ル卜

各

ケ 9 ラ，， 1.. 25. —•L ) 

：：：壬崖どレ
へ 19 

ァ"'
”し
ユ心・- 1 

） 
J) 

1

――
 

ムサ

マ

+

テ

ん

ノ

マ

＂ 
ヽ
~
，．
 

叫 T叫玉北
紐和が1't置

ぼ加わ船）
（うltJ.11'}923)

五がtL~~~
7Xン 立1•戸aci ”‘!

う一 ‘r 

ピコ戸t',.
＂紅 ;., （店知ー2的 o)(f-.2) 

＂① iひンスス呟oーな吟(9-€‘ i
19叩釦双t.1.00 -20~0)(~心
“②e紐ィr

） 
幼切へI779)（↑1-1又

”①砕対（
） 

17'7が～IIS'70)(1'?-＼71>{, 



●ヤフ ィア

サリテ●

デ
lt-1
と
バ
う
り

を

ド
？
＇
P
7
r

易
序

3

羞
"<g
s鳴
＄
tし

1 999999 999鴫 I
● I 2 l b  

＼ 、:-=-::::-:---=ャロ
-------—：：ー—/ 三

＼ t< 
シュネム・ ぅ

も

と

●エン・Fル

4壮9..9999 ●-■.イスラエrヽ箪

← カナン軍
，，ナンボの敗走

デ応）l＼('9?

図 3 デポラ及びパラクの載い （士4-5:l;t) 

てf
 

中

lJJ

、こ
3‘
jll

ル

の
工

秘

IPo/
゜

ネ

天
死

木の
ク

プ

の

は

ヤ

ル

ラ

C

エ
セ

樫

ヤ

シ

の

一

ー

フ

ム

ー

セ

ニ
ー
シ

ナ

ー
ア
ー

出

ァ
ー

脱のら

ッ
―ヽ―――

―ー

ン

ヵ

一

ョ

功

山

一

シ

戦

ル

一

吐

ポ

ー

．クー

テ

ー

ラペダ
ル

ポ
・
タ

．
 

テ口スキ
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りん
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品蕩布od霞 iっ。
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カイン人ヘベルの妻。

宵心釦ナたシセラが

癸祐こ這げ込んでくる
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釘を打って緩す。
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